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_

t

OI)

ぐ
又
或
者
は

.之
れ
を

‘極
め

r
明

a:
.に
去
觀

_
0-
'意
議
に

^
aな
か 

(

,r
c
cpI
ノ
即
ち
斯
の
如
く
原
因

rM
る
観
：念
は
從
來

•の
法
學
上

.或

.は、法
律
要

#.
分
子
を

®;
蛾
す 

る
4
0

と
，
爲

し

或

；は
；法#
上
の
效
來
を
，

.意

.咪
す
る
も
の

VJ

爲
し

*
る
か
故
に
隨
て
所
謂
有

y 

抒
爲
、無
因
行
爲
な
る
も

(

の
の
意
‘義
も
亦

 

'
甚
た
漠
然
す
し

V.

概
め
て

.瞹
m
た

ら

ま

る

を

る 

.に'至
れ
り

又
從
來

.

學
裳
多
く
は

#

鹿
の
出
捐

(
v
e
r
m

o:g
e
n
s
z
u
w
e
n
d
u
n
g
e
n
>

に
•關
し

.
て
は
主
姐
汾
客

1|
1
,^

の
：
 

兩
方
面
よ

-
c

v

«察
す

.る

.
乙

^

>
を
.爲
岑

1

ニ
方
よ

&

觀
察
し

.て
單
に
之

?:

出
捐
ミ
稱
す

'
る
R

S
 

き
す
然
れ
と
ち
凉
因
な
る

も

の
-

は
.通
常
：は
一
の
法
律
行
爲
の
內
容
を

.
-爲

し

而

し

て

出

損

な

.令 

も
の
も
亦

•其
の

'
同

】

；，：
の
；法
排
行
爲
の
內
容
を
爲
す
も
の
な
る
か
故
に
原
因
を
主
觀
的
客
鹹
的 

の
雨
方
面
よ
：り

.觀」

察
'
し
：て
或

^

法
#

要
件

.分
、
♦子

S

爲

し

或
は
法
律
上
の

.
•效
.
果
と

•
'爲
'
す
以

.
4 .
は 

出
捐
：な
る
も
の

.も

.亦

.之

.：.を
主

«

的
，客
觀
的
の
南
方
面
よ
り
觀
察
し
て
或

'
は
法

#

要
件
分
子

ビ

爲
し
或
は

■

法
律

.
上
の

.

.效
：
果
，
S

:M

る
に
：
ぁ
ら

ざ
れ
ば

.
此
等
の
、分

*
子
耷
故
て

'
^
容
と

.
終
す
所

.
の
”
法
⑴

._
#

律
行
爲

K

の
*
も
の
に
し
又
：は：典

^

#

,行
爲

0

法
律
上
の

.效
果

.
に
關
し
て

-
珉
確
：
^

る'職
念
ノ
を 

形
.成
^

る
乙

^

能
|$
.

>
る
は
.勿
論
な

'る
'
べ
し

. 

：

' 

一

第十四

.猶

(

1

0
三
'三)

i

.
g

藝

約

解

齡

繭

.

、
 

I

魏，

も



メ

,
第

十

四

怨(

一〇三：

四)

.
；
論

0

績
契
約
解
除
論

：
 

笫
八
虎 

一ハ

I 

• 

.

是
故
に
余
は
出
捐
：な
る
も
の

.
も
.亦

之

を

主

觀

的

客

觀

的

の

兩

方

®

よ

ぅ
®

察

し
て
主

祖

的 

:
の
：意
，轉

に

於

け

る

迪

捐

及

^

».
的

の

意

義

‘
に
.
於

け

る

出

ff
l

'

m言

す

れ

は

‘法

娘

骚

#

分
子
た

'̂
:

資
格
に
於
け
る
出
捐
と
法
律
上
の
效
果
た
る
資
格
に

.於
け
る
出
捐
ビ
の
ニ
者
と

•爲
す
を
便

® -

認

む
，

' ;
:

,

. 

.
:

,

’

今
之
に
迸
き
例
を
擧
け
て
主
觀
的

及

客

觀
的
の
.意
義
に
於
げ
る
出
捐
又
は
原
因
の
意
味
を 

ボ

せ

は

即

ち

左

の

如

し

.

>

甲
か
乙
に
對
し
て

-

の
特
定
物
を
金
一
千
圆
に
て
賣
却
す
る
.の
咁
込
を
爲
し
乙
か
之
に
對 

し
て
承
，諾
を

.
爲
す
ビ
き
は
玆
に
贤
貝
契
，約
な
る

'
债
權
契
約
か
成
立
す
今
此
：#
合
に
於
て
の 

中
込
は

.1.
1

個
の
意
思
表
示
よ

b

成
る
即
ち

 

一_
は
特
定
物
の
所
有

*

移

轉

の
« ;
務

を

負

擔

す

ん

ビ

ず

る

の

意

思

表

示̂

し

て

余

の

所：
^

 

出

堝

、他
の
、

一
は

f t

余」

^ '
圆

の

偾

權
を
取

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.•
: 

.

.

. 

.
.

.
.

.

得

せ

ん

v
j

ず
る
の
意
思
炎

.示
に
し
て
余
の
所
謂
主
舰
的
の
原
因

(
A
n
i
m
u
s

 

c
r
e
d
e
n
d
i
.
)

M f
c

e

^
- >
^ 2
日
s

'
文
.字
.
は
.
從
來

.

.，の

法

：
學'
上
：
じ.
-於
' 

て
：
は

多
.く
-ぐ
用
.
ひ
'
ら
.
.
.れ

ざ

ろ
^.
の

^

^

ど
J
V 

0
 
I
 

c
i

a

 

C
r
e
d
e
n
d
i

こ
-
0

立
ノ
.

し

1

玆

I:
所
：.制

主

觀

的

の
'
职

.
因
か

指

.示
イ

る

が
.
爲

め

I:
は
此
夂
字
を
用
ゆ
る

4*
適
，當
な
り

il
調
む

|

是

な
ら
而
し
て
：

0

の
承
諾
も
亦
，

4
1

箇
の
意
；思
表
示
よ
り
成
る
即
ち
代
金

'
.一 

千
圆
の
債
務
.を
負
谵

. 

.

.

.... 

.

.
I 

. 

• 

* 

.

せ
ん
す
す
る
の
意
..
思
表
示
に
し
て
余

「

の
.所
謂

.主

觀

的

の

出

搰

、
，他

の

，
一

.
は

特

.定

物

の

所

有

權

移

卿
の
債
權
を
取
得
せ
ん

y

す
る

の

意
思
表
示

-R

し

て

条

の

所

雨

主

觀

的

の

(
A
n
i
m
u
s

 

e
r
e
,

 

d
e
n
d
i)

是
な
り
 

：： 

，
 

.

斯
の
如
，く
 

•資
M

:

の
’

偾「

權
與
約
；か
成

.
立
す
る

S

き
.は
玆
に

‘

法
，律
上
の
效
果
か
發
生
ず
而
じ
：
 

て
.
此
の
法
#
土
の
效
果
は
.之
を
分

^

し
て
.指
示
す
る
ヒ

' &

は
四
箇
ビ
な
る
、即
ち
、

(!
)

¥■
■

の
特
定
物

0
.
所
‘
有
權
移
轉
の
債
務

0
氧
擔
、是
れ
即
ち
余
，の

'

所
謂
容
觀
的
の

.
m

捐
な
!)

「
g

甲
：の
代
金

.

偾
榷
の
耽

#

、是
れ
即
ち
余
の
所
謂
客
觀
的
の
原
因
に
：し
て

^

來
^
法
學
上
に

.

於
て
容
觀
的
の
意
味
に
用
ひ
ら
れ
た
る
，听
酿

c
a
u
s
a

 

s
d
e
n
d
i
.

な
り

.

.

./

::
(3
)

乙

の

代

金

債

：務
：の
負
擔
、是

れ

■

ち
命
の

^̂ 

的
の
.
出

捐

な

-=s

(4
)

乙

の

特

定

物

の

所

有

：權

移

轉

：の
：僙

權

，の
取
得
，是

れ

0

ち

余

の

所

.謂

客

觀

的

'0

原
因
‘に
し 

て
.
從
來
の
法
學
上
に
於
て
容
觀
的
の
意
味
に
用
ひ
ら
れ
た
る
所
謂

8

|

,

0

^

3

&
な
&

,
,
.
:
今
甲
か
自
己
ゆ
容

®

的
の
出
捐

.な
る
債
務
の

® o
fi
o

を
爲
す
に
當
り
て
は
ニ
個
の
意
思
表
ボ 

'を
爲
す
も

0

ど
す

.：即
ち

r

は
特
定
物
の
所
有
.權
の
移
轉
を
爲
さ
ん

i

す
：
る
，
.の
.
意

：
思
.
表

示

に

し
 

て
余

0 .
.
所
謂
主
觀
的
の
出
捐
、他
の

一，
は
偾
務

-
を
消
滅
.せ

し

め
ん

i

1,-
す
る
，の
意
思

^

示

に

'
し
^

'即
V

辨
濟
意
思

(
A
n
f

 s
:
s
o
l
v
l
i
}
'

の
表
示
、余
の
所

_

主
«
的
の
辟

 

i

_

s

 

浓
十
泗
怨

(
一
〇
n

5
r

論
：
.
眼
緣
約
解
|
广

.

ノ 

N
, 

.

m

K

m

.
七

'
.



筋
十
四
卷

(

I

Q

5

0
除
說
績
契
紙
解

I

 

0

A

0
 

‘

EI
晴I 

 ̂

I
I
I

針l
l
l
i

 S 

.
I
s 

1
1

讀

a而
し

v

乙
も
亦
一

一
個
.の
意
思
表
示
を 

錄

す

も

の

ど

す

即

ち

，一

は

俊

權

を

消

滅

せ

し

め

ん

ビ

す

る

.
の
.
意
.思
表
示
に
し
て
余
の
所
謂
主

舰
伯
の

I
t
s
t

 

t
,
s
l
?2

 ̂

卿

k誠
諸

| 

M

s

s
 

I

評
ぶ
如

3
:

複

5
1

揉

餘

ぱ

急

”

謂
“

5

顏

滅

酿

雜

s

 

s

 

|
|

 

諡

^
 

の

一

は
_
定
物
の
所
有
權
移
顿

を

受

，傲
せ
ん

、と

す

る

，意
.思
表
示
に
し
て
余
の
所

1 ?

主 

觀

的

の

原

因

評

 

S
I

 

s

 ?

M t
f
 

指
UI
:

£

細
”

-

:
•:
,今
此
の
腐

^

行
.爲
か
完
成
す
る
ビ
き
は
鍊
に
其
法
徵
上
の
效
果
か
發
毕
す
大
體
に
於
て
之

を
云
へ
は
外
界
に
ニ
個

0

變
1 1
.
;か
生
す
即

，も

旣
'存

の
僙
權
偾
務
の
消

滅

ビ

，
云

へ

る
.變
動
及
特

笼
物

0

所
^

權「

移

M
.
ビ

云
へ
'る
變
動
是
攻
々

- M
k

之
を
詳
言
す

.

.れ
は
外
界
に

W

個
の
變
動
か 

'生
す
る
も
の

-

e

す
即
ち

6

特
足
物
.の
所
有
權
か
甲

ょ
り

離

脫
す
る
ビ
云
へ
る

變
動
、此
變
動
は
即

ち

余

の

所

謂

容

觀 

盼
の

.

S
S

ff
l
.
^
 

6

 ̂

.

ビ
.
す
. 

-

:
:(
2

甲
カ
旣
存
の
偾
務
を
免
る
る
ふ

J

云
へ
る
變
動
，此
變
動
は
即
ち
余
の
所
離
客
觀
畋
办
原
因

I

* 

. 

.
V 

-

に
レ
て
從
來
の
法
學
上
，に
於
て
客
觀
的
の
意
味
に
用

a

ら
ル
た
る

.听
謂

.catfsa. s
o
l
v
e
l
l
d
i

な
L
V 

(3
)

^

か
脒

.

存
.
の
偾

.權

.
を
喪
失

.す

る

，
と

.
云
へ
へ

'
る
變
動
、此
變
動
は
即
ち
佘
の
所
謂
客
観
的
の
出

.
0 

$

6
へ
然
れ

,̂
'

も
^

來
の
法
學

,h
Itf

i

ふ
所
の

o

i

a so
l
v
e
n
d
i

な
る

0 

U

此
湯
含

L
1

は
之

4*
.̂

炎
る
：
 

す
プ

：
' 

I

と
か

0

す
何
と
な
：れ

*lt

此
變
勋

It

乙
ょ
-リ

立
言
す
る

ビ

吾
は

.客
觀

•
的
の
出
捐

K
 

t

X

^
 
0
，的

の
原
因
に
わ
ら
ざ
る

-

こ)

と
勿
論

^

る
が
故

^

り、

(4
)
'
特

定

物

の

所

有

權

か

乙

一

付

着

す
る

ビ

云
へ
る

變

動

、此
，
變

，動

は

即

ち

佘

の

所

謂

溶

舰

的

.

の
原
因
'

?

: !
_

 

I

 

5
.

l
n h

:叫 f

 1

精 

3

 

昼

 J

 

I
I

I

 

^

ど
ル
而

'

愦
權
の
消
诚
：と
沄
へ
る
變
勋
即
ち

s
o
i
-
v 

. 

v
e
n
d
i

 

.に離
常
す
る
狻
動
に
あ
ら
ざ
る
が
故
な
リ

/

、
. 

'次
，に
意
思
表
示

k

法
#

行
爲
と
の
區
別
の
方
面
に
付
き

.

1
«;
す

べ

し

近
代
の
法
學
上
に
於
て
は
意
思
表
承

W
.

法
律
行
爲
ビ
は
全
く
科
異
の
觀
念
に
勝
す
：る
•か
故

に
此
ニ
者
ば
嚴
然
之
を

.S

別
す
る
こ

ビ

を
要
.

す
ビ
云
へ
る
こ

^
.

は
砰
人
も
之
を
#
ふ
こ
ビ
ぶ

#
*

し
然
れ
と
も
各
個

'

の
間

®

を
硏
究
す
る
に
當
り
て
は
學
者
或

：

は
不
知
不

識
の
舫
に
此
ニ

#

を

-I
 

.

」

;■
■ 

' 

■ 

' 

■ 

■

..

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

'

.
I
 

入.
.
：
.
.
,

,

.

混
間
し
遂
に
秫
十
の
觀
念
を
不
正
確
な
ら
し
む
る
.の
例
少
か
ら

t

有
0

1f
爲
無
因
げ
爲
の
研

.
■ 

> 

- 

: 

• 

- 

. 

. 

•

究
ん
亦
其
一
例
な
ヶ
と
云

.：：

ふ

乙

ビ

を

得
‘
へ' L
r
 

5 
^

• 

,
1 

• 

- 

. 

, 

.

.

. 

'
?

.•元
來
.敍
に

0

ふ
；所
”

の
原
因

(
c

a
u

s
a

)

な
る
も
の
、は
嚴

_
芷
に
云
.

ふ
e

き
は
只
麻
に
當
事
潜
：

I

方 

?

四

紙

(

一〇三七

)

：
論
;:

說
；：
麗

.
約̂
 

.
惑
八
號
 

九
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第
十
四
赞

(

一〇三八

)

:
論
說
齒
契
約
解
羼

.

. 

第
八
.鱗

r

)

.

の

.意
思
若
く
は
窩
思

_
示
、に

1|
0
to
t*
o
00
が
意
味

S

す
こ
ミ
を
得
；る

過̂

‘き
す
故
に
合
意

^,
. 

.し
く
は
法

#
行
爲

R
掘
し
て
は
全
然
何
皆
の
意
味
を
爲
す
こ
ビ
な
し
ビ
す
然
る
に
學
贺
或
ょ 

此

.
_論
を

'忘
却

パ

し

て

：
合

：
意

：
劳

く

，
は

法

律

，
行

爲

：
に

關

し

：
て

%
艰

原

因

パ

ぞ

屋

ニ

な

る

ー

も

：
の
：
か

P

庫 

を
爲
す
こ
ビ
を

#
る

i
'
0の
：
如
 
< 
魏
解
せ
ぅ
、以
下
に
於

T.
.煩
：を
釋
く
る
か
爲
め
に
先
つ
坷
謂 

主

®
的

の

原

因

，
の

：
み

：
に

；
付

_
例
を
擧
け
て
其
誤
解
の
#
す
令
坪
由
を
鄭
叫
す
へ
じ

學

卷

。の

中

我

者

は

N
w
e
c
k

 
v
e
r
e
i
n
b
a
r
l
,

 

c
a

l

蔣

く

は

n
a
u
s
a
r
v
e
r
e

p-b
a
n
l
r

み

な

る

語

を

，

.ひ
以 

，て

原

因

合

意

ビ

云

へ

る

意

味

を

表

彰

せ
ん
ビ
.せ

i
E
n
n
e
c
c
e
r
u
s
,

 

a. 

a. 

p

; 

e
t
c)

然
る
に
此
の

m̂
N 

原
因

A
ロ
意
な
る
も
の

か

梁
し
て
存
在
す
る
こ
ビ
を
'得
る
や
否
や
と
云
ふ
に
佘
は
斯
の
如
き
事 

物
は
-絕
對

R

存
.在
す
る
こ

.
？
を
得
す
，

s

h
爲
.す
も
の
な

P

其
，现
由
如
何
と
云

ふ

に

今

此
等
の
.學 

港
の
說
明
す
る
所
に
ょ
る
も
旣
に
命
の

.述

I

た
.る
所

v
j

同
し
く
主

.觀
的
の

.

.-M

因
と
云
ふ
は
出 

#

な
名
手
段
に
對
す
る
目
的
を
意
味
.す
る
に
外
な
ら
す
隨
て
例
へ
は
賣
主
の
侧
に
吋
て
云
へ 

は

，

の

所

有

權

趣

有

の

偾

；務

_負
擔
の
意
思
表
示
は
賣
主
の
出
相
な

.
り
而
し
て
代
傘
債
權

K

#
 

の
意
思
表
示
は
右

0

’出

:«

に
對
す
る
賣
主
の
原
因
な

o

ビ
.す
.又
買

.主

.
の
.
侧
に

.付
て
云
ふ
；ビ
き 

:は
代

^

偾
務
負
擎
の
总
思
表
示
は
員
主
の
出
报
な

l

y
而
し
そ
物
の
所
有
權
移
鸣
の
資
權
取
，1

[fi

:
'の
.意
思
表
示
は
右
の
出
捐
に
對
す
る
買

.主
の
原

‘因
な
り
^
す

 

.

. 

• 

• 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

- 

• 

* 

..

今
此
例
に
於
て
右
の
學
潘
か

：

原
因
合

®

ビ
命
名
せ
ん
ビ
試
る
所
の
も
の
は
即
ち

(1

)
賣
主
の 

原

因

な

る

代

金

偾

：權

取

#

の
：意
思
奪
一
ホ
ビ
之
，に

0

す
る
買
主
の
同
意

®

ち
買
主
の

ff
l

«J

 

.な
•な
 

'代
金
ー
僙
務
負
擔

.の
愈
：思
.表
示

)

と

ょ

ト
成
る
合
意
、又

.は
(2
)

買
主
の
原

0

奪
る
物
の

rf

有
橄
_
撕 

'の
債

*

取
得
の
意
思

.：表
示
と
之
に
對
す
る
賣
，主

0

同
意

(

即
ち
賣
主
の
出

« 0

な

る

物
の
所
有
猶 

移
轉
の
債
務
負
擔
の
意
思

.
表
示

)

ょ
ら
成
る
合

®

を
云
ふ
に
外
な
ら
ざ
る

-
な

-C\

然
れ
ビ
も
此 

等
の
ぎ
意
の
务
自
は
：單

'に
之
、を
原

'因
•
合
意
ビ
稱
す
る
之
ど
能
は

3

る
の
み
な

.ら
す
又
單

.
'に
-之

. 

,

.

•

ハ：.，
 

:

,

 

——

 

,

を

出

报

合

意

ビ

€

0

^

.
 

s
 

V

o 

U
 

^
 

%
 

^
 

6
 

w

- 

t

何
七
な
，れ
は
此
等
ニ
個
の
合
意
の 

各

自

は

一

個

の

原

「

因
：ヒ
'r

個

の

出

报

く

を

•
以
て
其
組
成
分
子
と
爲
す
も
の

.
な
る
か
故
な
；り
若 

.し
：：

當
，.事
者
の
，

「

方
，の
；
■

因
.，韋
思
表
，示
ミ
他
の

■ •
*■

の
原
因

•意
.
思
'
表
示
ビ
が
一
の
合
意

‘
の
組
：成 

分
子
を
爲
す
場
合

.あ
^v

 
€
 

■せ
は
此
の
如
き
合
意
は
：之
を
原

.
因
合
意
意
，思

-
y
j

稱
す
る
も
不
可
な 

丨
か
る

：

へ
し
而
し
；

.
て：
'又

若

し

當

，
事

者

の

一

方

の

_
:出
敏

.意
思
：表
示
ビ
他

.

.

.の

一

方

の

出

报

意

.思

表

示

.と
か

」

の
合
爲
の
：組
成

.分

.子
'を
爲
す
場
合

.あ
ぅ
と
せ
，

.は(

此

の

如

，ぎ
.命

窩

：は

之

を

出

相

.合

意

と

■ 

/ 

. 

: 

:

.

. 

*

稱
す
る

.も
赤
不
可
な
か
る
一

广

P

然
れ
ビ

.
も
斯
の
如

&

意
味
の
合
意

.唆
生
起
す

•
る
こ

W

は
絕
"對

パ
..
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： 

- 

■,
^
.
.
v
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- 

- 
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解
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.
第
八
数

に
木
可
'能
.な
6

ど

寺

何

s

'
な
れ
.
は
；
合
，
意

な.る
'
も

の

：
は'單
ン
に
同

j 

.の
內
容
を
有
す
る 

思
表
示
の
み
ょ

6
成
立
す

.
る
こ
と
を

#

る
も
の
に
し
て
異

.
別
の
内
容
を
育
：ず

る
'
ニ 

表
：̂

ょ

り

成

立

す

る

こ

せ

は

全

 

に
當

.事
者

I

方
の
原
因
意
、思
表
示

e

他
. 

の 

一
.

*
の
原
规
愈

./(
1

ノ表
.
.ー>1
は
.C

ダ

に

，
必

然

的•に
.

^
別

の

內
容
を

^

し
.
.又
當
；事

«

『

方

；
の

出.
.相
. 

意
風

.表
示
と
他
の

:-
;I

方

の

：
.出
相

.
意
思

.表
示

.と
は

.
亦
常
に

.
必
.
然
的

.
に
^:

別
の
內
容
を
有
す
る

.も

. 

の
な
る

こ

W

勿
論
な
る
か
故
な

b

是
れ
余
か
學
者
.の
謂
ふ
所
み
原
因
合
意
な
る
も
の
の
生
起 

す
.
る
こ

’と
ば
絕
_
に
不
可
能
な
り
ビ
爲
す
所
以
な
り
ビ
す
パ

今
何
故
に

'
學
*

;
か
斯
の

*|

き
.誤
解
を
爲
ず
に
至
う
た
う
や
ビ
污
ふ
是
れ
一
に
學

*

か
®

,® 

表
'
'示と

合
意

©
く
は
.法

:#
行

像

.
'
と

を

派
同
せ
る
に
取
因
す
る
も
の
と
云

’
は
さ
る

’
可
ら
’■す
即
ち 

意

®

表

VT

に
は

^

.
に
，，出

S

の
み
を
內
容
ミ
す
る
も
の
あ
う
又

.
は
m

に
原
，因

の

み
を

•內

容

_
.
ビ

す
 

る
も
の
：ある

 

'か
故
に
合
意

®

く
は
法

#

行
爲
に

も

亦
m

に
摩
因
の

.み
を
内
容

ビ

す
る
も
の
あ

‘ 

る：.
ベ：し
と
誤
解
し

」

た
.る
か
：爲
め

.
な
う
從
來
の
研
究
の
不

IE

確
も
妓

‘
に
到
て

©

ま
れ
り
ビ
云
ふ

.

.

, 

>
.
’：

V

又

從

來

殆

ん

ビ

凡

て

の
.學

者

か
.所
謂
有
：因
行
.爲

無

因

行

爲

.な

る

も

の

の

意

味

を

說

明

し

て

個ニ 
の個 
意 の 5 
思意

左

'0

如
く
論
述
す
る
を
常
と
す

〈

即
ち
大
體
に
於
て
.之
を
云
へ
は

:

有

因
行
^
と

^:
:原

因
.を

其
'
內
容
ビ
爲
す
も
の
を

云
a

無

0
行
爲
と
は
.原
因
ぎ

其

內
容
ど
爲

.

.

..

.

.

.
丨

-
. 

.
 

:

,

. 

.

.

. 

.

^
す
之

を
其

內
容

以
外
に

0

 

i

ネ

の，を
云
ふ
或
は
他
語
を
似
て
無

因
行

鎵
ビ
は
拟
因
よ
り
分 

離

せ

-&
れ
又

.̂
抽
出
せ
ら
れ
た
る
.も
の
を

云
ふ

と
^
せ
ぅ

:

ン
元
來
所
謂
荷
因
行
：爲
衣
る
も
の
枕
通
例
ニ
個
の
原
因
意
思
表

.
承
を
遮
く
其
內
容
ビ
爲
.す
か 

故
に
有

'
因
^
滅

に
關
す
る

右
の
見
解
は
必
し
も
不

.當
に
は
あ
ら

_ 
^
れ
ビ
ネ
而
も
所
謂
無

因
行 

爲
に

■

オ
'
る
右
の

a

解
は
全
然
不

當
な

り
ビ
云
は
さ
.る

可
ら

す
w

i

な
れ
は
舰

述

の
如
く
所 

•1
0

麵
.因

行
爲
な

^

も

:0

:は
 

一
一
_

の

意

思

爽

示

を

以
て
其
組
成
分
子
ビ
、爲
す
も
の
な
れ
ビ
も
其 

1

個
：
;-
0

意
思
表
示
は

'
原
因

.意
思
表
示
に
外
な
ち
す
隨
て
他
原
因
意

.
思
'
表
示
は
之
‘を
其
內
容
似 

外
に

*

逐
す
る
こ
；匕
を
得
す
：

.若

し

之

を

:«
内

容

以

外

に

驅

逐

せ

ん
ゼ
す
る
と
き

は
典
法

#

^

. 

■ 

■
-
-
 

' 

.

..』 

.

.

' 

I
' 

- 

. 

. 

'

爲

0

成
立
枕
絕
對
に
不
可
俾
ビ
な
る
か
故
な

9

即
ち
如
何
な
る
法
律
右
爲
ゼ
雕

ビ

i

荷
も
合 

意
よ

'令
成

S

以
上
は
其
：法
律
行
爲
は
決
し
て
出
絹
意
思
表
示
の
み
よ
み
成
^
こ
と
な
く
常
に

必
：然
嚇

R
少
く

ビ

ネ

:}.

個
の
原
ー
因
意
思
表
亲
を
以
て
典
組
成
分
子
の
中
に
加

.ふ
る
こ

も

を

要

.■ 

.
i 

*

.す
る

•'
^

放
な

>

是
故
：に

.嫵

'0
.行
爲
；に
關

.
す
る
右
の
混
解

^

亦
_

思
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赤
と
合
意
苦
く
は
法
律 

:
「
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行
爲
ビ
を
混
同
せ

.る
ょ

.

C
N

來
れ
る
ブ
大
譲
見
な
り
と
云
は
さ
る
可
ら
す

然
，ら
は
所
謂
有

.
因
‘

^
爲
、無
因
行
爲
な
る
も
の
の
，正
當
な
る

‘
意
義
.
如
何

V
J

云
.ふ
に
先

9

第

J 

に
有
囱
行
秀
無
因
行
爲
な
る

.も
，の
は
孰
れ
も
法

# '

行
爲
に
し
て
法
律

'

要
件
た
る
•の
資
格
を
冇 

す
る
も

.
の
な
る
こ
と
勿
論
な

-|
>、と
す
是
故
に
興
組
成
分
子
た
る
も
の
は
凡
て
皆
法
律
事
實
な 

ら

3

る
可
ら
す
隨
て
法
律
上
の
效
：果
な
る

.も
の
は
絕
對
に
，典
祖
成
分
子
を
爲
す
こ
ど
能
は

さ 

る
も
の

^

云
は

.さ

.

る
可
ら
す
此
理
ヘ
由
に
依
公
典
組
成
分
子
た
る
へ

.
き

出

.捐

又

は

原

因

は

凡

て
 

主
觀
的
の
意
義
に
於
け

る

出
报
又
は
原
因
な
ら
さ
る
可
ら
す
隨
て
客
親
的
の
意
義
に
於
け
る 

出
抱
.

又
は
原
因
は
：絕
對
に
典
組

.
成
分
子
を
爲
す

乙

V
J

能
は
さ
る

t

の
と
云
は
さ
る
可
ら
す
何 

e

な
れ
，は
旣
述
の
如
く
余
の
所
謂
客
觀
的
の
意
義
に
於
け
る
出
捐
及
一
般

.

に
學
者
の
_
ふ
所 

の
客
觀
的
の
意
義
に
於
け

る

原
因

^;
る
も
の
は
法
律
上
の
效
果

Iに
外
な
ら
さ
る
か
故
な
り
第

ニ
に
意
思
表
示
ビ
ニ
個
若
、く
は
ニ
個
以

.上
の
意
思
表
示
ょ

6

成
る
所
の
合
意

S

は
嚴
正
に
之
，

■ 

■ 

/ 

.

. 

- 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

を
區
別

す
る

M

i

?

其
理

由

は
魄

に
述
へ
た
る
を
以
て
苒
說
せ

す 

,

今
此
理
論
に
基
き
；所
.謂
有
因
行
爲
無
因
行
爲
な
る
も
の
の
意
義
を
述
ふ
れ
ば

所
謂
有
因
行
爲

S
入

'か
.一
の
法
律

-行
爲
を
爲
す
に

.當
K
y心
理
上
自
然
的
に
生
す
る
所
の

凡
•
て
の
法
律
行

,

的
意
思
表
示
を
以
て
興

®

成
分
子
ど
爲
す
も
の
-を
云
ふ
換
言
す
れ
は
通
例 

一r

個
の
主
觀
的
出
报
ビ
ニ
個

0

主
觀
的
原
因
ビ
を
以
て
其
組
成
分
子

f

爲
，す
も

の

を

云

ふ

所 

0

,

0
 

0

仔
爲
と
：は

A

か
' 

一
の
法
律
行
爲
を
爲
す
に
當

6

.心
现
上
自
然
的
に
生
す
る
所
の
法
律 

rr

爲
的
意
思
表
示

0

中
ょ

K
y 

A

x的
に
數
個
の
意
思
表
示

.0

み
を
抽

3
3

し
其
の
柚
出
せ
ら
れ 

fa

る
も

の
' 

の
み
を
以
て
其
組
成
分
子

^j

爲
す
も
の

k

云
ふ
換
言
す
れ
は

a

例
單
に
一
個
の
主 

觀
的

h

捐
ビ

一
,

個

：

の
：：

主

觀

：的

原.因
？
を
以
て
其

.

、即

ち

之
に

依
る
ビ
き
は

從

'
來

の

所

謂

有

自

„

_

因

行

爲

な

る
名
#
は
正
當
に
あ
ら
す
何

,

•

.

.

.

;I 

;
.
.
.
.
. 

. 

- 

.

.

.

. 

: 

:
: 

• 
.
.
.
.
.

ど
な
れ
ば
此
：等
ニ
卿
の
法
律
行
爲
は
孰
れ
も
皆
：原
因
を
以
て

.
其
組
成

.分
子

W

爲
す
か
故
な
な 

余
.は
今
適
當
な
る
名
稱
を
發
見
す
る
こ

.と
能
は
す
然
れ
ミ
も
從
來
用

a

ら
れ
た
る
名
稱
の
中 

「

に

て

は

具

.體

的

法

律

rr
©

柚

象

的

：法

#

:
行
：爲
な
る
，名

稱

-

比
較
的
に
穩
當
な
る
へ
し

(
5
1

 

k

•
 
4
 

\v

隨
に
於
て
は
旗

M
.

上
倚
ほ
以
下
に
於

v

 

t

從
來
の

v

 
' 

タ

憤
用
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名

^

^

_
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る
こ
と
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\

學
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に
無
因
行
：爲

^

る
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の
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：成

立

は

他

の

法

#

行
爲
の
成
立
に

.
對
し
て

I

大
特

質
を

有 

す
る
も
の

ビ

云
は

さ

る
.

^
ら
す
即
ち
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か
一
の
法
律
行
夥

1

爲
す
に
：當
&
數
個
の
法
律
行
爲 
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意
思
’表

示

か

自

然

的

に

發

.生

し

：：
而

し

て

、
此

.
數
個

'
の

意
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表
示

'
の
中
ょ

‘
$

或
意
思
表
示
の

み
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